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◇
旧
町
単
位
で
開
催
◇　

移
動
行
政
懇
話
会

協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
意
見
交
換

協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
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意
見
交
換

協
働
で
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ま
ち
づ
く
り
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め
ざ
し
意
見
交
換

協
働
で
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ま
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づ
く
り
を
め
ざ
し
意
見
交
換

協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
意
見
交
換

４
会
場
で
約
２
０
０
人
が

岸
部
市
長
ら
と
意
見
交
換

地
方
交
付
税
の
減
額
な
ど
に
よ

る
厳
し
い
台
所
事
情
を
説
明

移動行政懇話会 

  

　
懇
話
会
は
、
北
秋
田
市
が
、
こ
れ
か

ら
の
行
政
運
営
の
柱
と
す
る
「
行
財
政

改
革
の
推
進
と
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

よ
り
多
く
の
市
民
か
ら
意
見
や
要
望
を

市
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
市
内
４
地
区

に
分
け
て
開
催
し
た
も
の
。
12
月
13
日

の
合
川
地
区（
会
場
＝
合
川
支
所
）を
皮

切
り
に
、
17
日
に
は
森
吉
地
区
（
森
吉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
、
20
日
に

は
阿
仁
地
区（
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）、

25
日
に
は
鷹
巣
地
区（
中
央
公
民
館
）で

開
催
さ
れ
、
４
会
場
合
わ
せ
て
約
２
０

０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、
各
会
場
で
は
じ
め
に

「
市
民
の
方
々
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
、

要
望
な
ど
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
。
地
域
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
伺
い
た
い
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
、

市
の
担
当
者
が
、
「
新
市
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
進
捗
状
況
と
財
政
に
つ
い
て
」、

「
新
し
い
高
齢
者
の
医
療
制
度
に
つ
い
て
」

及
び
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に

つ
い
て
」
の
３
項
目
を
説
明
し
ま
し
た
。 

    

　
こ
の
う
ち
、
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
進
捗
状
況
と
財
政
に
つ
い
て
」
の

説
明
で
は
、
▽
合
併
後
の
病
院
建
設
や

道
路
整
備
な
ど
の
基
幹
と
な
る
事
業
は

合
併
特
例
債
や
合
併
補
助
金
等
、
国
の

合
併
支
援
策
を
活
用
し
て
い
る
▽
し
か

し
な
が
ら
、
合
併
後
は
国
の
行
財
政
改

革
施
策
に
よ
っ
て
市
の
台
所
事
情
は
厳

し
く
な
っ
て
き
た
▽
特
に
、
拠
り
ど
こ

ろ
と
し
て
き
た
地
方
交
付
税
の
減
額
が

響
き
、（
三
位
一
体
改
革
等
に
よ
る
）歳

入
構
造
の
変
化
が
打
撃
と
な
っ
て
い
る

▽
厳
し
い
財
政
構
造
に
見
合
う
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
策
定
の
も
と
、
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
た
い
―
な
ど
と
、

４
町
の
合
併
以
後
の
主
な
事
業
の
歩
み

や
行
財
政
改
革
の
流
れ
の
ほ
か
に
、
財

政
破
綻
し
た
北
海
道
夕
張
市
の
例
を
示

し
な
が
ら
、
緊
縮
財
政
下
に
あ
る
行
政

運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
理
解
と
協

力
を
求
め
ま
し
た
。 

　
質
疑
を
含
め
た
市
政
全
般
に
わ
た
る

意
見
や
要
望
を
求
め
ら
れ
た
参
加
者
か

ら
は
、
説
明
に
対
す
る
質
問
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
主
な
内
容
と
市
側
の
回
答

は
次
の
と
お
り
で
す（
朱
字
が
回
答
）。 

 

▽（
質
問
・
意
見
等
）行
財
政
計
画
で
の

支
所
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
／（
回
答
）

行
政
機
構
や
事
務
処
理
の
合
理
化
と
効

率
化
を
進
め
て
い
く
上
で
現
体
制
の
縮

小
は
避
け
ら
れ
ず
、
21
年
度
か
ら
本
格

始
動
さ
せ
た
い
。 

▽
小
学
校
の
再
編
計
画
を
ど
う
進
め
る

か
／
児
童
の
減
少
で
複
式
学
級
が
増
え

て
き
た
の
で
適
正
規
模
の
学
校
づ
く
り

が
必
要
。
年
明
け
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

に
説
明
し
て
い
き
た
い
。 

▽
豪
雨
災
害
の
水
田
復
旧
工
事
は
遅
れ

は
し
な
い
か
／
国
な
ど
に
よ
る
査
定
が

終
了
次
第
、
実
施
設
計
に
入
る
予
定
。

春
の
作
業
に
は
全
力
を
あ
げ
て
間
に
合

わ
せ
た
い
。 

▽
自
治
会
館
等
の
管
理
の
種
類
と
内
容

は
ど
う
か
／
市
で
は
指
定
管
理
と
無
償

譲
渡
の
ほ
か
に
、
新
た
に
無
償
貸
付
け

制
度
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。
い
ず
れ

の
方
法
で
も
、
基
本
的
な
自
治
会
側
の

対
応（
自
ら
の
責
任
で
対
処
）に
変
わ
り

は
な
い
。 

▽
市
民
病
院
に
つ
い
て
患
者
数
や
医
師

の
確
保
問
題（
異
動
な
ど
も
含
め
て
）が

心
配
だ
／
患
者
が
集
ま
る
病
院
と
は
、

取
り
も
直
さ
ず
良
い
病
院
で
あ
る
こ
と

だ
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
頼
り
が
い
と
な

る
良
い
病
院
に
は
優
秀
な
医
師
が
必
要

で
、
そ
の
確
保
に
努
め
た
い
。 

▽
前
田
出
張
所
を
廃
止
す
る
情
報
が
あ

る
が
真
意
は
／
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
進

め
る
上
で
、
職
員
体
制
・
組
織
機
構
も

検
討
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
維
持

す
る
方
向
で
検
討
中
。 

▽
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、
行
政
協
力

員
や
自
治
会
長
を
交
え
た
会
議
を
開
催

す
る
な
ど
、
防
災
計
画
の
上
で
も
配
慮

し
て
ほ
し
い
／
９
・
17
災
害
は
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
災
害
で
あ
っ

た
た
め
、
地
域
へ
の
配
慮
が
行
き
届
か

な
い
点
も
多
か
っ
た
。
教
訓
と
し
て
皆

さ
ん
の
意
見
を
今
後
の
参
考
に
し
た
い
。 

▽
合
併
後
の
阿
仁
地
区
の
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
／
阿
仁
地
区
は
基
幹
と

な
る
各
種
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
備
済
み
と

認
識
し
て
い
る
。
要
望
等
は
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
う
が
、
市
内
ど
こ
で
も
緊
急

性
、
必
要
性
の
高
い
も
の
を
優
先
し
て

い
る
の
で
理
解
願
い
た
い
。 

▽
秋
田
内
陸
線
の
方
向
づ
け
を
ど
う
す

る
の
か
／
小
中
学
生
通
学
の
バ
ス
転
換

は
、
安
全
確
保
を
第
一
と
し
て
の
結
果

で
あ
る
。
内
陸
線
利
用
は
難
し
い
。
内
陸

線
は
存
続
か
廃
止
か
の
選
択
に
な
ろ
う
。

仙
北
市
や
関
係
団
体
と
も
協
議
を
し
て

県
に
地
域
の
声
を
訴
え
て
い
き
た
い
。 

▽
阿
仁
病
院
の
今
後
に
つ
い
て
／
当
初

の
方
針
ど
お
り
診
療
所
と
し
て
残
る
。 

▽
高
齢
者
世
帯
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
除

雪
、
特
に
歩
道
と
車
道
の
間
の
雪
の
処

理
が
年
々
た
い
へ
ん
に
な
っ
て
い
る
／

今
年
度
か
ら
よ
り
き
め
細
か
く
配
慮
し

除
排
雪
を
実
施
す
る
。
で
き
る
だ
け
要

望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。 

▽
４
高
校
統
合
後
、
鷹
巣
高
校
の
跡
地

の
利
活
用
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
／
県

の
所
有
地
で
あ
り
、
不
明
。
将
来
、
県

か
ら
市
に
対
し
て
協
議
が
あ
っ
た
時
点

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

　
ま
た
、
岸
部
市
長
は
、
12
月
議
会
の

一
般
質
問
に
も
出
た
刑
務
所
の
誘
致
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
を
参
加
者
に
問
い

掛
け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
地
域

か
ら
の
物
資
供
給
な
ど
が
考
え
ら
れ
る

た
め
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
賛
成
」、

「
若
い
人
を
育
て
る
た
め
に
は
む
し
ろ

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
る
べ
き
」
な
ど

と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

市
民

行
政

後期高齢者医療制度の概略について 住宅用火災警報器の設置について

■新しい高齢者の医療制度が平成２０年４月から始ま

ります。

■制度の運営は、県内の全ての市町村が加入する「広

域連合」が行います。

■広域連合の区域内に住む７５歳以上の人（一定の障

害がある人は６５歳以上）は、その広域連合が運営す

る後期高齢者医療制度の被保険者となります。

■火災の早期発見のため、住宅用火災警報器の設置が

義務付けられました。

■これにより、平成２３年５月31日までに、すべての

住宅に設置する必要があります。

■寝室、子ども部屋（寝室）、２階以上に寝室がある場

合は階段への設置が義務付けられており、また台所

や居室への取り付けも望ましいとされています。

■合併後の病院建設や道路整備などの

基幹となる事業は合併特例債や合併

補助金等、国の合併支援策を活用し

ています。

■合併後は国の行財政改革施策によっ

て市の台所事情は厳しくなってきた。

特に、拠りどころとしてきた地方交

付税の減額が響き、（三位一体改革

等による）歳入構造の変化が打撃と

なっています。

■厳しい財政構造に見合う「集中改革

プラン」策定のもと、行政コストの

削減と住民との協働によるまちづく

りを目ざします。◎お問い合わせ　保険課��６２―１１１７ ◎お問い合わせ　市消防本部��６２―１１１９

新市まちづくり事業の進捗状況と財政について
　
懇
話
会
で
市
が
説
明
し
た
、

合
併
後
の
事
業
・
財
政
等
の

の
状
況
、
火
災
警
報
器
の
設

置
義
務
、
新
し
い
医
療
制
度

に
つ
い
て
の
要
点
で
す 

⇒ 

⇒ 

▲４地区で開催された移動行政懇話会（写真は鷹巣地区） 
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告

�

相

�

談

◆申告相談を受けられる方は、次の書類を必ずご持参ください。 
 （□欄を使って確認してください。） 

申告前に書類の確認を！

□印鑑 
□生命保険料支払証明書 
□保険税・介護保険料の領収書 
□国民年金・農業者年金掛金領収書 
□医療費の領収書（通院のため要した交通費
　の領収書も） 
□身体障害者手帳（寝たきりの場合は前もっ
　て税務課に申し出てください。） 

□地震（損害）保険料支払証明書（地
　震保険、火災保険、建物共済など） 
□火災、雪害、盗難にあった時はそ
　の証明書（警察署、消防署から発
　行されるもの）または領収書 
□大学生のいる家庭では在学証明書 
□預金口座番号 

◆営業所得者およびその他の事業所得者 
□現金出納帳（売掛、買掛がある場合は売掛
　帳、買掛帳） 
□自家消費、事業用消費の整理帳 
□仕入帳（売上原価の整理） 
□たな卸帳 

□経費帳 
（科目毎の必要経費の整理⇒租税
公課、水道光熱費、通信費、広告
宣伝費、接待交際費、損害保険料、
修繕費、消耗品費、給料賃金、地
代家賃、雑費） 

◆農業所得者 
□米以外の収入がある方は、農協等からの出
　荷証明書 
□農機具購入契約書と領収書（金額の多少に
　かかわらず必要です） 
□土地改良費・水利費のわかるもの 
□農作業の受委託のわかるもの 
□支払小作料のわかるもの 

□農業用の借入金利子証明書 
□米政策等に係る拠出金のわかる
　もの 
□雇人費明細書（農作業毎の賃金
　の明細、領収書） 
□大農具の損害保険領収書 
□客土費用（３年償却）の領収書 
□その他収入、支出状況がわかるもの 

◆その他の所得者 
　大工、左官等の方が持参するもの 
□年間の稼働日数明細書（月別、仕事先と賃金の明細） 
　大工、左官等で請負仕事の場合は 
　機械・器具（道具）の購入費および修理費、税金（自動車税、重量税）、車検経
　費の領収書 
□請負工事毎の損益計算書 
□全国建設工事国保の保険料領収書 

□給与、報酬、賃金の源泉徴収票 
　日雇、出稼ぎ収入のあった方は、所得税（源泉徴収税額）が還付される場合があ
　りますので、勤務先から必ず源泉徴収票を取り寄せてください。 

　各種年金については、老齢年金、障害年金、母子年金、遺児年金、寡婦年金、遺
族年金、厚生年金、共済年金、公務扶助料、恩給等すべての年金等が含まれます。
申告には各種年金の源泉徴収や支払通知書を提示してください。 

　譲渡所得のある方で税務署へ申告する方は、
市県民税の申告の必要はありません。 
　譲渡所得者（土地、建物を売った場合）が
税務署へ持参するものは次のとおりです。 
□譲渡した物件に係る売買契約書 
　（または売買価格を証明できる書類） 

□譲渡費用（仲介手数料、測量費
　など）の領収書 
□収用の場合は買取り証明書 
□交換および代替地を受け取った
　場合は契約書（または覚書） 

　不動産所得　□収入明細及び経費明細　 
　一時所得（保険満期金等）・配当所得・退職所得がある方　　 
　　　　　　　□支払調書等支払額がわかるもの 

持参するもの 所得の種類 

すべての方 

事業所得の方 

給与所得の方 

年金等の所得の方 

譲渡所得の方 

その他 

　
平
成
19
年
分
の
申
告
相
談
を
２
月
１

日
〜
３
月
17
日
ま
で
行
い
ま
す
。（
消
費

税
の
申
告
も
受
付
し
ま
す
‥
‥
簡
易
申

告
の
み
） 

　
日
程
表
で
対
象
地
区
と
日
時
を
確
認

の
う
え
、
指
定
の
会
場
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
指
定
日
時
に
ご
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
に
は
、
日
程
変
更
も
可
能
で

す
の
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
税
務
課
（
鷹
巣
地
区
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
� 
62-

１
１
１
６

　
合
川
支
所
企
画
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
� 
78-

２
１
０
０

　
森
吉
支
所
企
画
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
� 
72-

３
１
１
１

　
阿
仁
支
所
企
画
総
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
� 
82-

２
１
１
１

　 

  

①
平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
「
北
秋
田

　
市
に
住
ん
で
い
る
方
（
住
民
登
録
を

　
し
な
い
で
住
ん
で
い
る
方
も
申
告
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）」 

②
給
与
以
外
の
収
入
・
所
得
が
あ
る
方 

①
税
務
署
に
確
定
申
告
書
を
提
出
さ
れ

　
る
方 

②
給
与
所
得
だ
け
の
方
で
職
場
で
年
末

　
調
整
を
行
っ
た
方 

  

①
今
回
の
申
告
か
ら
経
営
規
模
等
に
か

　
か
わ
ら
ず
簡
易
計
算
に
よ
る
申
告
が

　
廃
止
さ
れ
ま
す
。
農
業
申
告
は
す
べ

　
て
収
支
計
算
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま

　
す
の
で
、
農
協
な
ど
の
指
導
を
受
け

　
て
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
、
収
支
の

　
内
容
が
わ
か
る
書
類
（
収
支
計
算
ノ

　
ー
ト
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
各
地
区

　
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

①
平
成
19
年
中
に
新
増
築
、
売
買
な
ど

　
に
よ
り
住
宅
を
取
得
し
、
住
宅
借
入

　
金
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

　
は
、
次
の
書
類
を
持
参
の
う
え
確
定

　
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
家
屋
の
取
得
と
同
時
に
土
地
も
取
得

　
さ
れ
た
方
は
土
地
の
取
得
に
係
る
分

　
の
書
類
も
ご
準
備
願
い
ま
す
。 

●
住
民
票 

●
登
記
簿
謄
本 

●
工
事
請
負
契
約
書
又
は
売
買
契
約
書

　
（
写
し
） 

●
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

　
末
残
高
証
明
書 

③
所
得
税
を
源
泉
さ
れ
て
い
る
方
で
前

　
年
ま
で
住
宅
借
入
金
（
取
得
）
等
特

　
別
控
除
を
受
け
て
い
る
方
は
「
住
宅

　
借
入
金
（
取
得
）
等
特
別
控
除
証
明

　
書
」
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
※
紛
失
さ
れ
た
方
は
税
務
署
で
再
交

　
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

④
控
除
対
象
と
な
る
増
改
築
等
の
範
囲

　
に
一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

　
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
控
除
を

　
受
け
る
た
め
に
は
証
明
書
が
必
要
で

　
す
。
詳
し
い
要
件
等
に
つ
い
て
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

①
景
気
対
策
の
た
め
の
定
率
減
税
の
措

　
置
は
、
経
済
状
況
の
改
善
等
を
踏
ま

　
え
平
成
18
年
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

　
し
た
。 

      

　
申
告
事
務
に
つ
い
て
は
毎
年
大
変
混

雑
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、 

①
世
帯
の
収
入
が
年
金
の
み
の
方 

②
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
で
還
付
申

　
告
を
さ
れ
る
方
（
初
年
度
の
申
告
） 

③
医
療
費
控
除
で
還
付
申
告
を
さ
れ
る

　
方
を
対
象
と
し
て
申
告
相
談
を
実
施

　
し
ま
す
。 

・
月
日
　
２
月
４
日（
月
）〜
５
日（
火
） 

・
受
付
　
午
前
７
時
〜
午
後
４
時 

・
場
所
　
市
役
所
本
庁
３
階
大
会
議
室 

※
①
〜
③
の
方
で
、
事
業
所
得
等
が
あ

　
る
方
は
地
区
の
定
め
ら
れ
た
日
程
で

　
申
告
願
い
ま
す
。
（
申
告
開
始
時
間

　
は
全
日
程
で
９
時
か
ら
で
す
） 

２月１日〜３月17日まで
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市県民税・所得税申告相談日程表 
◆資料準備の都合がありますので、指定の日時、会場での申告相談をお願いします。 

◆カレンダーに印をつけるなどして、申告日を忘れないようにしましょう。 

 
合川地区 鷹巣地区 

三里担い手センター 

福田獅子舞伝承館 

杉山田集会施設 

雪田多目的集会施設 

李岱研修施設 

　　 〃 

東根田多目的集会施設 

金沢児童館 

梅栄児童館 

弥栄児童館 

下杉集会施設
 

 

増沢集会施設 

　　 〃 

西根田生活改善センター 

 

芹沢集会施設 

鎌沢生活改善センター 

上杉あいターミナル 

　　〃 

桃栄多目的集会施設 

 

 

道城児童館 

羽立児童館 

摩当活性化施設 

川井公民館 

　　〃 

 

 

合川支所大会議室 

松ヶ丘児童館 

羽根山活性化施設
 

 

木戸石児童館
 

 

　　 〃 

 

 

三木田多目的集会施設 

八幡岱集会施設 

美栄集会施設 

三里、大内沢 

新田目、福田 

杉山田 

 

李岱、明田 

李岱、明田 

 

金沢 

 

 

下杉
 

 

増沢 

増沢 

 

 

芹沢 

鎌沢 

上杉 

上杉 

 

 

 

道城 

羽立 

 

川井 

　〃 

 

 

 

松ケ丘 

羽根山
 

 

木戸石
 

 

　〃 

 

 

三木田 

八幡岱、林岱 

美栄 

三里、大内沢 

新田目、福田 

 

雪田 

李岱、明田 

 

東根田 

 

梅栄13:00～14:30 

弥栄15:00～16:30 

下杉
 

 

増沢 

 

西根田 

 

芹沢 

鎌沢 

上杉 

 

桃栄 

 

 

道城 

 

摩当 

川井 

　〃 

 

 

 

 

羽根山
 

 

木戸石
 

 

　〃 

 

 

三木田 

八幡岱、林岱 

申告会場 申告会場 

 

市役所大会議室 

〃
 

 

〃 

〃
 

 

 

〃 

 

下町会館
 

 

〃 

〃
 

 

〃 

今泉生活改善センター 

前山森林交流センター 

坊沢公民館 

〃
 

 

市役所大会議室
 

 

〃 

〃
 

 

〃 

〃 

〃
 

 

 

七日市基幹集落センター 

〃
 

 

〃
 

 

舟場会館 

〃
 

 

沢口林業センター 

〃 

〃 

 

 

〃
 

 

田沢、岩坂、大沢、李岱 

摩当
 

 

高野尻、高野尻団地、

太田屋敷後
 

 

小田、田子ケ沢、松

原、岩谷、二本杉 

糠沢 

下町
 

 

大堤 

今泉 

前山 

相善町 

街道町、新屋敷町
 

 

川口、小ケ田、佐助

岱、湯車 

田中 

元町
 

 

花園町、東横町 

米代町、伊勢町 

幸町、内幸町、平成町、東上綱、

下家下、西屋敷、柳中、掛泥向 

 

本郷5～6組、根木屋敷 

大畑、葛黒、門ケ沢
 

 

妹尾館、中畑、深沢、

吉ケ沢、下舟木 

舟場 

高村岱、高森岱、泉屋敷、

西陣場岱、石ノ巻岱 

湯ノ岱、坊山、四渡、小摩当 

藤株 

中屋敷、堂ケ岱 

 

 

〃
 

 

太田 

あけぼの町
 

 

 

掛泥 

 

上町、向黒沢 
 

糠沢、昭和 

下町、大畑 
 

前野 

今泉 

前山、黒沢 

深関、羽立 

大町、上町、黒沢 

 

緑ケ丘、蟹沢 
 

新田中、南田中 

大町、住吉町 
 

松葉町、旭町 

材木町、宮前町 

舟見町、新舟見町 
 

 

本郷1～4組、吉野 

与助岱、三ノ渡、黒森、

松沢、明利又、上舟木 

横渕、岩脇、品類 
 

舟場 

南鷹巣 
 

脇神、上野 

藤株 

堂ケ岱 

 

４ 

５
 

 

６ 

７
 

 

 

８ 

 

12
 

 

13 

14
 

 

15 

18 

19 

20 

21
 

 

22
 

 

25 

26
 

 

27 

28 

29
 

 

 

３ 

４
 

 

５
 

 

６ 

７
 

 

10 

11 

12

金 

月 

火
 

 

水 

木
 

 

 

金 

 

火
 

 

水 

木
 

 

金 

月 

火 

水 

木
 

 

金
 

 

月 

火
 

 

水 

木 

金
 

 

日 

月 

火
 

 

水
 

 

木 

金
 

 

月 

火 

水 

年金受給者、還付申告（医療費・住宅） 

受付時間・対象地区 

午　前 午　後 

9：30～12：00 13：00～15：30

受付時間・対象地区 

午　前 午　後 

9：00～12：00 13：00～16：00

電話予約者 

３月１３、１４、１７日　合川支所大会議室 

合川地区及び指定日に申告できなかった方 

３月１３、１４、１６（日）、１７日　市役所大会議室　 

指定日に申告できなかった方 

 

 

打当集会所 

中村コミュニティセンター 

地域特産品生産施設
 

 

農村環境改善センター 

〃 

〃 

〃 

 

根子児童館 

笑内児童館 

伏影児童館 

萱草児童館 

公民館荒瀬分館 

 

　　　 

 

小様児童館 

小渕児童館 

吉田児童館 

ふるさと文化センター
 

 

〃
 

 

山村開発センター 

〃 

〃 

 

〃 

 

 

 

 

山村開発センター 

 

 

打当、前山、 

中村、打当内 

戸鳥内、栩木沢、 

小倉、野尻、菅生 

幸屋、長畑 

新中 

比立内新町、下町 

幸屋渡、岩野目沢 

 

根子 

笑内、鳥坂 

伏影 

萱草 

荒瀬１～６組 

荒瀬７～１２組、 

小沢、荒瀬川 

 

上小様、下小様 

小渕 

吉田 

湯口内、大町、

横町 

真木沢鉱山、新

町、上岱 

畑町、畑町東裏 

上新町 

下新町 

指定日に申告 

できなかった方
 

 

 

 

 

指定日に申告 

できなかった方 

 

 

9：30～12：00 

13：30～16：00 

9：00～16：00
 

 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00 

 

9：00～12：00 

13：00～16：00 

9：00～12：00 

13：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00
 

 

 

9：30～12：00 

13：00～16：00 

9：00～16：00 

9：00～16：00
 

 

9：00～16：00
 

 

9：00～16：00 

9：00～17：00 

9：00～17：00 

 

9：00～17：00 

 

 

 

 

9：00～17：00

2/5 

６ 

７
 

 

８
 

 

12 

13 

14 

15 

17 

18
 

 

19
 

 

20 

21
 

 

22 

25
 

 

26 

27
 

 

28
 

 

29 

3/3 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

10 

11 

12 

13 

14 

17

火 

水 

木
 

 

金
 

 

火 

水 

木 

金 

日 

月
 

 

火
 

 

水 

木
 

 

金 

月
 

 

火 

水
 

 

木
 

 

金 

月 

火 

水 

木 

金 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

月 

四季美館 

〃 

〃
 

 

〃
 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃
 

 

〃
 

 

〃 

〃
 

 

〃 

森吉コミュニティセンター
 

 

〃 

〃
 

 

森吉支所
 

 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

桂坂、通り町 

鍛治町、八幡森 

神成、陣場岱
 

 

桂瀬
 

 

惣内、上羽立、下羽立 

根森田 

五味堀、大岱、柏木岱 

巻渕、細越、堺田 

 

前田駅前
 

 

羽根川、止、平里
 

 

新屋布 

小又、新ノ又
 

 

下前田、宮ノ下、工場地帯 

大町、本丁、横町
 

 

大杉、新丁、川向 

米内沢駅前、学校通、 

裏町、御嶽 

本城上、本城下、本城御

嶽 

本城町屋、本城荒町 

向本城 

浦田 

白坂、大渕 

根小屋、長下、滝の沢 

日栄、長野岱、高校通、御狩屋 

 

長野、中新田、米畑、大沢 

鶴田、松栄 

中道岱、冷水岱、寄延 

七曲、新町 

松山町、伊勢の森、山崎 

 

 

 

神成、陣場岱
 

 

桂瀬
 

 

惣内、上羽立、下羽立 

根森田 

五味堀、大岱、柏木岱 

巻渕、細越、堺田 

 

前田駅前
 

 

羽根川、止、平里
 

 

新屋布 

小又、新ノ又
 

 

下前田、宮ノ下、工場地帯 

 

 

 

 

 

本城上、本城下、

本城御嶽 

本城町屋、本城荒町 

向本城 

浦田 

白坂、大渕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿仁地区 森吉地区 

申告会場 申告会場 
対象地区 受付時間 

対象地区・受付時間 

9：30～12：00 
13：00～16：00

バス運行 

前田地区で平日に申告できない方 

〃 

米内沢地区で平日に申告できない方 

指定日に申告できなかった方 

◆森吉支所管内の送迎バス運行表は、２月１日号広報のチラシで詳しくお知らせします。 

◎問い合わせ　税務課（鷹巣地区）　�６２－１１１６　　合川支所企画総務課　�７８－２１００ 

　　　　　　　森吉支所企画総務課　�７２－３１１１　　阿仁支所企画総務課　�８２－２１１１ 

2/1

3/2

月
　
日 

曜
　
日 
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軽油引取税免税証(農業用)の

交付申請を受付けます

●申請日時及び場所 
　１月21日（月）〜23日（水）
　９：30〜12：00・13：00〜15：30

　北秋田市役所本庁舎

●交付日時及び場所 
　２月１日（金）９：30〜12：00
　北秋田市役所本庁舎

　※２月５日以降は随時対応 
◎お問い合わせ 
　　　北秋田地域振興局県税課課税班
　　　　　　　　���０１８６−４９−２２１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

免税軽油使用者証

使用する機会の購入等証明書

免税軽油使用者証交付手数料　４００円

誓約書

免税証交付申請書

共同申請明細書　※共同申請は○

免税軽油の引取り等に係る報告書

免税軽油の引取りを証明する納品書や購入証明書等

耕作面積の証明書　※共同申請は全員分

印鑑　※共同申請は全員分

未使用免税証（残券）

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

○

○

○

※

○

○

○

○

○

新規　更新　継続　書換 交付申請に必要な書類等 

市長訓示市長日誌

◇
12
月
16
日
〜
31
日 

17
日
（
月
）
▽
第
59
回
全
国
植
樹
祭
第
１
回
実
施
本
部
会
議
に

　
　
　
　
　
出
席
（
県
庁
）
▽
北
秋
田
市
移
動
行
政
懇
話
会
に

　
　
　
　
　
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

18
日
（
火
）
▽
「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
た
か
の
す
」
建
築
工
事
起
工

　
　
　
　
　
式
に
出
席
（
栄
地
内
） 

19
日
（
水
）
▽
平
成
19
年
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
　
　
最
終
日
（
市
議
事
堂
） 

20
日
（
木
）
▽
９
月
17
日
発
生
の
豪
雨
災
害
の
死
亡
者
及
び
行

　
　
　
　
　
方
不
明
者
の
親
族
に
対
し
見
舞
金
と
弔
慰
金
を
交

　
　
　
　
　
付
▽
北
秋
田
市
移
動
行
政
懇
話
会
に
出
席
（
阿
仁

　
　
　
　
　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
） 

21
日
（
金
）
▽
北
秋
田
市
廃
棄
物
減
量
推
進
審
議
会
の
初
会
合

　
　
　
　
　
で
委
員
へ
委
嘱
状
を
交
付
（
市
役
所
会
議
室
）
▽

　
　
　
　
　
定
例
記
者
会
見
を
実
施
（
市
役
所
会
議
室
）
▽
林

　
　
　
　
　
道
コ
ン
ク
ー
ル
農
林
水
産
大
臣
表
彰
受
賞
祝
賀
会

　
　
　
　
　
に
出
席
（
米
澤
屋
） 

22
日
（
土
）
▽
北
林
照
助
氏
叙
勲
受
章
祝
賀
会
に
発
起
人
代
表

　
　
　
　
　
と
し
て
出
席
（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
） 

25
日
（
火
）
▽
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き
に
出
席
（
薬
師
山

　
　
　
　
　
ス
キ
ー
場
・
同
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
）
▽
大
阿
仁
・

　
　
　
　
　
阿
仁
合
財
産
区
管
理
委
員
に
選
任
書
を
交
付
（
市

　
　
　
　
　
役
所
会
議
室
）
▽
北
秋
田
市
移
動
行
政
懇
話
会
に

　
　
　
　
　
出
席
（
市
中
央
公
民
館
） 

27
日
（
木
）
▽
12
月
31
日
付
退
職
者
に
辞
令
交
付
（
市
役
所
） 

市
長
日
誌 

  

◇
平
成
20
年
　
年
頭
の
訓
示
◇  

　
平
成
20
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月
４
日
、

市
役
所
本
庁
舎
大
会
議
室
で
岸
部
市
長
が
幹
部
職

員
ら
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を
行
い
、「
今
年
は
新

生
の
年
。
新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
み
を
」
と
、

職
員
へ
の
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。 

  

　
冒
頭
で
岸
部
市
長
は
、
昨
年
９
月
の
豪
雨
災
害

に
触
れ
、
現
場
で
の
職
員
の
復
旧
活
動
に
対
し
て

労
を
ね
ぎ
ら
い
な
が
ら
、「
穏
や
か
な
新
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
被
災
地
で
は
未
だ
に
復

旧
作
業
が
続
き
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
る
市
民
も
い
る
。
今
後
、
市
道
や
林
道
な
ど
被

害
を
受
け
た
箇
所
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
取
り
組

み
を
進
め
た

い
」
と
、
全
力

を
傾
け
て
災

害
復
旧
に
あ

た
る
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
災

害
は
い
つ
襲

っ
て
く
る
か

わ
か
ら
な
い
。

再
び
起
き
た

こ
と
を
想
定

し
な
が
ら
、

業
務
に
あ
た

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
北
秋
田
市
が
誕
生
し
た
３

年
前
の
よ
う
に
、『
新
生
の
年
』
と
思
っ
て
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

　 

 

　
「
市
民
病
院
は
昨
年
暮
れ
か
ら
建
設
の
つ
ち
音

が
響
き
、
こ
の
春
に
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

る
大
型
店
で
は
、
多
く
の
雇
用
も
見
込
ま
れ
る
な

ど
市
全
体
の
活
力
は
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
契

機
に
さ
ら
に
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
」
と
、
気
構
え
を
示
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
６
月
15
日
に
北
欧
の
杜
公
園
で
開
催
さ

れ
る
第
59
回
全
国
植
樹
祭
に
つ
い
て
は
、「
い
か

に
市
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
か
が
勝
負
。
当
日
は
、
地
元

の
食
材
を
使
っ
た
弁
当
な
ど
も
提
供
す
る
こ
と
に

な
る
。
昨
年
食
品
偽
装
問
題
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
た
比
内
地
鶏
も
、
今
で
は
『
ど
ん
な
味
な
の

か
』
と
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
話
題

を
逆
手
に
取
っ
て
売
り
込
む
な
ど
、
積
極
的
に
市

の
物
産
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
思

い
出
に
残
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。 

  

　
最
後
に
、「
ま
ず
は
『
新
生
の
年
』
の
第
一
歩
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
新
し

い
市
を
創
り
上
げ
る
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
。
今

年
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
従
事
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
ま
た
、
常
に
市
民
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
誤
解
を
与
え
な
い

よ
う
な
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
」
と
、
市
民
と
の
相

互
理
解
に
基
づ
い
た
、
職
員
の
積
極
的
な
取
り
組

み
を
求
め
ま
し
た
。  

   

市
幹
部
職
員
ら
に
向
っ
て
年
頭 

の
訓
示
を
行
う
岸
部
市
長 

﹁
新
生
の
年
﹂
と
し
て
取
り
組
み
を

被災者に対する所得税の軽減措置

　災害により住宅や家財に損害を受けた方は、所得税法による雑損控除または災害減免法による所得税の軽

減のどちらか有利な方法を選択できます。 

　自己または生計を一にする扶養親族等が有

する資産（生活に通常必要でない資産、事業

用資産等を除く）。

　自己または生計を一にする扶養親族等

が有する住宅または家財。ただし、損害

額が住宅や家財の2分の１以上であること。

対象となる資産

の範囲等 

所得税法（雑損控除） 災害減免法 

　控除額は、次の㈰と㈪のうちいずれか多い

方の金額。

㈰差引損失額−所得金額の10分の１

㈪差引損失額のうち災害関連支出金額−５万円

※差引損失額＝損害金額−保険金等で補てん

される金額

控除額または所

得税の軽減額 

　税額控除額は、次の額。

合計所得金額 所得税の軽減額

500万円以下 全額免除

500万円超 ２分の１の軽減
750万円以下

750万円超 ４分の１の軽減
1000万円以下

○災害に関連してやむを得ない支出をした金

額についての領収書を提出または添付するこ

とが必要。

○損失額が、その年の所得金額から控除しき

れない場合には、翌年以後3年間に繰り越し

て各年の所得金額から控除できる。

参考事項 

○原則として、損害を受けた年分の所得金

額が1000万円以下であること。

○「損失額の明細書」を確定申告書に添付

することが必要。

住民税からの住宅ローン控除について

●控除の対象になる方は

　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18年末

までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、

翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

●申告が必要です

　平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。平成19年

分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに「住宅借入金等特別税額控除申告

書」を提出してください。

●申告書の提出方法

　㈰所得税の確定申告をされない方　申告書に源泉徴収票を添付して市役所税務課（または各支所企画総務課）へ提出

　㈪所得税の確定申告をされる方　　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

誤
解
を
与
え
な
い
仕
事
を

積
極
的
に
市
の
物
産
を
Ｐ
Ｒ

被
災
箇
所
の
早
期
復
旧



北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA
MANABI NO HIROBA MANABI NO HIROBA

広報きたあきた　20.　1.　1611 10広報きたあきた　20.　1.　16

　
こ
の
大
仏
は
、
合
川
・
鎌
沢
の
名
刹
「
白

津
山
正
法
院（
清
水
忠
道
住
職
）」
に
安
置

さ
れ
、
市
の
有
形
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
木
造
の
仏
像
。
高
さ
が
４
・
82
ｍ

（
約
一
丈
六
尺)

あ
る
こ
と
か
ら
、
正
式
に

は
「
丈
六
延
命
地
蔵
菩
薩
像
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
木
彫
り
で
多
く
の
木
を
寄
せ

集
め
て
作
る
「
寄
木
づ
く
り
」
と
い
う
技

法
が
使
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
頭
部
と
胴

体
は
別
々
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
頭
部
は
、
そ
の
内
面
に
「
延
享
二
年（
１

７
４
５
年
）
十
一
月
　
丈
六
地
蔵
菩
薩
　

蔵
之
丞
作
」
と
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
大
仏
師
・
運
慶
の
系

統
を
継
い
だ
京
都
の
仏
師
・
蔵
之
丞
了
慶

が
作
り
、
そ
の
後
、
胴
体
部
分
を
蔵
之
丞

の
弟
子
で
同
院
の
第
７
世
悟
山
忍
州
和
尚

が
、
村
人
の
浄
財
や
寺
領
田
の
処
分
に
よ

る
益
金
で
作
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
大
仏
は
「
汗
か
き
地
蔵
」「
弾
丸

（
た
ま
）よ
け
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
天
明
や
天
保

な
ど
の
飢
饉
で
疫
病
が
発
生
し
多
く
の
死

者
が
出
た
際
、
村
人
が
大
仏
に
祈
り
を
さ

さ
げ
る
と
、
大
仏
が
こ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
汗
を
流
し
、
祈
っ
た
人
々
は
誰
一
人
疫

病
に
か
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
戦
争
中
出
征
前
に
大
仏

に
お
参
り
し
た
人
た
ち
は
、
無
事
に
戦
地

か
ら
帰
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
仏
像
を
安
置
し
て
い
た
旧
大
仏
殿
は
、

文
政
３
年（
１
８
２
０
年
）の
建
築
。
築
後

１
８
０
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
こ
と
か
ら
、
同
寺
院
の
開
祖
３
５
０

年
を
記
念
し
改
築
が
計
画
さ
れ
、
今
年
10

月
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
一
方
、
仏
像
本
体
も
虫
食
い
で
穴
が
あ

い
た
り
表
面
の
漆
が
剥
が
れ
落
ち
る
な
ど

破
損
が
著
し
く
、
大
仏
殿
の
改
築
を
機
会

に
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
２
年
前
の

平
成
17
年
11
月
に
静
岡
県
島
田
市
の
仏
師

工
房
に
運
ば
れ
、
修
復
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。 

　
修
復
を
手
が
け
た
の
は
、
島
田
市
の
文

化
財
保
護
審
議
委
員
も
務
め
ら
れ
て
い
る

仏
師
の
杉
浦
瑞
慶
さ
ん（
59
）。
細
か
く
分

け
る
と
70
か
ら
80
に
も
な
る
各
パ
ー
ツ
の

破
損
状
態
を
見
極
め
、
汚
れ
の
洗
浄
、
木

地
の
不
良
部
分
の
補
足
、
塗
装
の
下
地
づ

く
り
、
塗
り
直
し
な
ど
何
段
階
に
も
な
る

地
道
な
工
程
を
経
て
２
６
０
年
前
の
姿
に

復
元
さ
れ
ま
し
た
。 

　
解
体
・
修
復
の
過
程
で
は
、
空
洞
の
胴

体
の
中
か
ら
、
高
さ
20
㎝
ほ
ど
の
小
さ
な

仏
像
が
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
大
仏
の
素
材

は
胴
体
は
カ
ツ
ラ
、
頭
部
は
マ
ツ
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
頭
部
が
ク
ス
ノ
キ
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
て
胴
体
、
頭
部
、
手
足
な
ど
の

大
き
な
パ
ー
ツ
が
杉
浦
さ
ん
の
工
房
で
完

成
、
胴
体
部
分
は
昨
年
９
月
、
頭
部
は
12

月
に
改
築
さ
れ
た
大
仏
殿
に
運
び
込
ま
れ
、

組
み
立
て
と
細
部
の
塗
り
な
ど
の
仕
上
げ

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
修
復
完
成
を
祝
う
落
慶
法
要
は
、６
月
24

日
に
開
か
れ
る
恒
例
の
地
蔵
祭
と
合
わ
せ

て
行
わ
れ
ま
す
が
、清
水
住
職
は
、「
常
時
公

開
し
て
い
ま
す
の
で
、い
つ
で
も
お
気
軽
に

拝
観
し
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。  

■
お
問
い
合
わ
せ 

▽
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
（
�

62-

６
６

１
８
）▽
白
津
山
正
法
院（
�

78-

２
０
２
２
） 

　
老
朽
化
の
た
め
専
門
家
に
よ
る
修
復
が
行
わ
れ
て
い
る
鎌
沢
・
白
津

山
正
法
院
の
、
通
称
「
鎌
沢
の
大
仏
」
の
化
粧
直
し
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
今

年
６
月
の
落
慶
式
を
前
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。大
仏
は
木
造
で
高
さ

は
４
ｍ
82
㎝
。頭
部
の
内
面
に
は
延
享
２
年（
１
７
４
５
年
）作
の
墨
書

が
あ
り
ま
す
。
剥
げ
落
ち
て
い
た
塗
装
も
、
金
箔
と
漆
な
ど
で
仕
上
げ

ら
れ
、作
ら
れ
た
当
時
の
姿
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。 

市
指
定
文
化
財
﹁
丈
六
延
命
地
蔵
菩
薩
像
﹂

合
川
鎌
沢
・
白
津
山
正
法
院

作
ら
れ
た
当
時
の

姿
よ
み
が
え
る

じ

ょ

う

ろ

く

え

ん

め

い

じ

ぞ

う

ぼ

さ

つ

ぞ

う

し
ろ
つ
さ
ん
し
ょ
う
ぼ
う
い
ん

か
ま
の
さ
わ

▲
「
汗
か
き
地
蔵
」「
弾
丸
よ
け
地
蔵
」
と
も
呼

ば
れ
、
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
丈

六
延
命
地
蔵
菩
薩
像（
左
は
修
復
前
の
大
仏
） 

た
ま 

 

国
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鎌
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合
川
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白
津
山
正
法
院

<案内図>

ち
ゅ
う
ど
う 

よ
せ
ぎ 

く
ら
の
じ
ょ
う
り
ょ
う
け
い 

ご
さ
ん
に
ん
し
ゅ
う
お
し
ょ
う 

じ
り
ょ
う
で
ん 

ず
い
け
い 

　森吉公民館では「布ぞうり作り教室」を１２月１０

日と１３日に開催し、延べ２７名の受講生が講師の

高橋キヨ子さんから布ぞうり作りを学びました。 

　１３日は、初めてスリッパタイプの布ぞうりを作

りました。午前中に甲の部分を、午後から本体の編

み上げと本体に甲の部分を縫い付けまで行ない、最

後の仕上げは持ち帰って各自で行うこととしました。 

　受講生は完成間近の作品を手に、「家族にも作って

あげたい」「自分の布ぞうりが出来てうれしい」と、 それぞれ出来栄えに満足していたようすでした。 

自作の出来栄えに大満足！ 

森吉公民館「布ぞうり教室」 

▼ 

　
和
気
あ
い
あ
い
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

作
り
に
取
り
組
ん
だ「
布
ぞ
う
り
教
室
」 

 

　合川公民館で１２月１６日、市内の園児や小学生

の親子４５人が参加し、「ハッピークリスマス会」が

開かれました。 

　子どもたちは、はじめにサークル『おはなしピッ

コロ』による大型絵本の読み聞かせや紙芝居、人形

劇の上演などを楽しみました。 

　続いて、ピッコロによるハンドベル演奏に合わせ

てみんなでいっしょに歌をうたい、ひと足早いクリ

スマスムードに浸りました。お昼には、おいなりさ

んに人参やグリンピースで顔を作ったりと自分だけ

のオリジナルケーキを完成させ、子どもたちの笑顔

がこぼれていました。会食の後には、サンタクロー

スや「森っち」からプレゼントをもらい大満足の一

日でした。 

紙芝居、人形劇、ケーキで笑顔満面 

合川公民館「ハッピークリスマス会」 

▼ 

　
サ
ン
タ
さ
ん
や
「
森
っ
ち
」
か
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会 

 

　中央公民館で

は、親子のきず

なや育児のあり

方について考え

る機会にしても

らいたいと、１２月

１７日、絵本の読み

聞かせなどの活動を

している秋田市在住の谷

京子さんを招き、家庭教育講座『絵

本の世界を楽しもう』を開催しました。 

　当日は、親子２８組６３人のほか、絵本の読み聞か

せに興味のある大人１６人の合計７９人が参加しました。 

　クリスマスムードいっぱいの会場で、谷さんによ

る絵本の読み聞かせや男鹿のなまはげ伝説のエプロ

ンシアターなどを体験し、楽しい時間を過ごしました。 

　谷さんは、読み聞かせの合間に子育てなどについ

てアドバイスも行いました。終了後、テーブルに谷

さん持参の絵本が並べられ、親子でお気に入りの絵

本を手にとり、じっくりと見入っていました。 

楽しい絵本の世界へようこそ

中央公民館家庭教育講座『絵本の世界を楽しもう』 

▼ 

　
お
母
さ
ん
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら

読
み
聞
か
せ
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た 
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声
援
受
け
、
力
強
い
滑
り

〜
第
20
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会 

　
第
60
回
大
館
・
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会 

　
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
第
20
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
、

第
60
回
大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
１
月
６
日
、

阿
仁
高
津
森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、

１
４
９
名
の
選
手
が
出
場
し
力
走
を
見
せ
ま
し
た
。 

 

大
会
に
は
、
小
学
生
１
２
２
名
、
中
学
生
27
名
が
エ

ン
ト
リ
ー
、
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
に
よ
る
８
種
目
で
そ
れ

ぞ
れ
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。 

 

雪
が
ち
ら
つ
い
た
も
の
の
時
々
青
空
を
の
ぞ
か
せ
る

ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
な
か
、
会
場
に
は
選
手
た
ち
を
激

励
す
る
父
兄
ら
の
声
援
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。
上
り
坂

の
苦
し
い
コ
ー
ス
で
は
、
力
強
い
応
援
に
後
押
し
さ
れ
、

選
手
た
ち
は
懸
命
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
力
走
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。 

小中学生がタイムを競い合ったクロカン大会 

お
餅
の
様
に
伸
び
伸
び
と

〜
民
生
児
童
委
員
の
保
育
園
訪
問
交
流 

　
市
合
川
民
生
児
童
委
員
会
児
童
部
会
（
澤
藤
家
次

男
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
12
月
26
日
、
あ
い
か
わ
保
育

園
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
餅
つ
き
し
て
交
流
を
深

め
ま
し
た
。  

　
こ
の
取
組
み
は
、
同
部
会
が
、
子
ど
も
た
ち
に
杵

と
臼
で
餅
を
つ
く
体
験
を
さ
せ
た
い
と
計
画
さ
れ
た

も
の
で
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
園
で
実
施
さ
れ
、
今

回
で
３
回
目
。
子
ど
も
た
ち
は
、
同
部
会
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
で

力
一
杯
餅
を
つ
き
、
お
昼
に
お
し
る
こ
な
ど
に
し
て

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。  

　
同
部
会
で
は
、
小
中
学
校
の
訪
問
や
、
児
童
ク
ラ

ブ
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
等
の
点
検
活
動
を

行
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
務
め
て
い
ま
す
。 

市
街
地
を
１
５
０
人
が
走
り
初
め

〜
第
27
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

　
雪
の
中
で
清
々
し
い
新
春
を
迎
え
た
１
月
１
日
、

恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
が
市
役
所
本
庁
舎
周
辺
の
市

道
を
コ
ー
ス
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
ら
が
１
年
の
走

り
初
め
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
今
年
の
大
会
に
は
幼
児
か
ら
小
中
学
生
、
一
般
ま

で
約
１
５
０
人
が
参
加
し
、
種
目
は
、
市
役
所
横
を

ス
タ
ー
ト
し
、
宮
前
町
、
旭
町
を
通
り
市
役
所
前
を

ゴ
ー
ル
と
す
る
距
離
２
キ
ロ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス

と
、
４
キ
ロ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス（
２
周
）の
２
部

門
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
準
備
体
操
の
後
、
参
加
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
家
族

の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
雪
が
舞
う
中
で
も
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
に
軽
快
に
ま
ち
を
駆
け
抜
け
、
全

員
が
完
走
し
ま
し
た
。 

シ
ー
ズ
ン
の
安
全
を
祈
願

　
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き
が
12
月
25
日
に
行
わ

れ
、
関
係
者
ら
が
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
と
多
く
の
来
客

を
祈
願
し
ま
し
た
。 

　 

　
同
ス
キ
ー
場
ヒ
ュ
ッ
テ
で
行
わ
れ
た
祈
願
祭
で
は
、

岸
部
市
長
を
は
じ
め
、
市
体
育
協
会
、
地
元
今
泉
自

治
会
の
代
表
者
な
ど
が
玉
串
奉
奠
を
行
な
い
安
全
を

祈
願
し
、
岸
部
市
長
は
「
１
日
で
も
早
く
雪
が
積
も

り
、
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
健
康
づ
く
り
に
励

ん
で
も
ら
い
た
い
」
、
今
泉
自
治
会
の
簾
内
順
一
会

長
は
「
昨
年
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
コ
ー
ス
や
タ
ー
ゲ
ッ

ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
の
会
場
な
ど
を
作
っ
た
。
薬
師
山

を
年
中
楽
し
め
る
場
所
と
し
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

　
同
ス
キ
ー
場
は
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
整
っ
て
お
り
、

市
街
地
の
夜
景
を
み
な
が
ら
ス
キ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。 

〜
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き 

関係者によるテープカットでオープンした薬師山スキー場 

総務大臣表彰の受賞報告をする佐藤会長 

明
る
い
選
挙
推
進
に
尽
力

〜
佐
藤
さ
ん
　
総
務
大
臣
表
彰
受
賞 

　
昨
年
７
月
の
第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
明

る
い
選
挙
の
推
進
に
尽
力
し
た
と
し
て
、
総
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
し
た
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長

の
佐
藤
昭
二
郎
さ
ん（
米
内
沢
）が
12
月
21
日
、
市
役

所
を
訪
れ
、
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
佐
藤
会
長
は
、
昭
和
63
年
６
月
に
旧
森
吉
町
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
に
就
任
、
合
併
後
も
会
長

に
就
任
さ
れ
、
選
挙
時
に
は
街
頭
啓
発
や
投
票
率
向

上
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
永
年
に
わ
た
り
明
る
い
選

挙
の
推
進
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
佐
藤
会
長
は
「
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
で
き
た
も
の
で
、
全
委
員
の
努
力
が
報
わ
れ

た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
明
る
い
選
挙
を
推

進
し
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

雪が舞う中、全員が完走した第27回元旦マラソン 

千
客
万
来
、
市
の
発
展
を
願
い

〜
大
太
鼓
叩
き
初
め
　
綴
子
「
大
太
鼓
の
館
」 

　
大
太
鼓
の
館
で
１
月
２
日
、
新
春
恒
例
の
「
大
太
鼓

た
た
き
初
め
」
が
行
わ
れ
、
帰
省
客
な
ど
大
勢
の
見
物

客
ら
が
見
守
る
中
、
４
張
の
綴
子
大
太
鼓
が
一
年
の
景

気
付
け
に
豪
快
な
音
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。 

　
神
事
「
清
払
い
の
儀
」
で
は
、
大
太
鼓
の
館
展
示
ホ
ー

ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
大
太
鼓
の
正
面
に
祭
壇
が
設
け

ら
れ
、
綴
子
神
社
の
武
内
尊
英
宮
司
に
よ
る
祈
と
う
の

後
、
岸
部
市
長
ほ
か
参
列
者
が
順
に
玉
串
奉
奠
を
行
い

ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
下
町
、
上
町
大
太
鼓
保
存
会
の
叩
き
手
が

そ
れ
ぞ
れ
２
張
の
大
太
鼓
を
順
に
演
奏
、
最
後
に
は
上

下
合
同
で
４
張
の
大
太
鼓
が
同
時
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る

と
、
そ
の
ズ
シ
ン
と
響
く
大
太
鼓
特
有
の
大
き
な
音
に
、

見
学
に
訪
れ
た
帰
省
客
ら
も
驚
い
て
い
た
様
子
で
し
た
。 

一斉に打ち鳴らされた４張りの綴子大太鼓 

児童部会のみなさんと一緒に餅つきをする子どもたち 
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市営施設の 

１．セントラル合川

名　称：合川町商工会（北秋田市新田目字大野80番地１） 
代表者：会長　佐藤　吉廣 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月30日（火） 
　説明会　平成19年10月10日（水）　　選定委員会　平成19年11月19日（月）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

「指定管理者」が決定されました 
　平成20年４月から市営施設の管理運営を行う「指定管理者」を募集したところ、複数の団体から
応募がありましたので、その選定結果についてお知らせします。 
　市営の21施設について、指定管理者選定委員会を開催し、各団体から提案された内容等を審議し、
各施設別の選定結果を踏まえ、指定管理者として12月定例議会に提案しました。 
　市議会では、12月19日に「大太鼓の館の指定管理者指定議案」を除く全ての議案を原案通り可決
し、次のとおり各施設の指定管理者を決定しました。今後は、市民サービスの維持・向上が図られ
るように基本協定書の締結など指定管理者との協議を進めていくことになります。 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成21年３月31日（１年間） 

２．妖精の森

名　称：ぶなの雫森吉山合資会社（北秋田市米内沢字出向48番10号） 
代表者：代表社員　間杉　正明 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月30日（火） 
　説明会　平成19年10月10日（水）　　選定委員会　平成19年11月19日（月）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

３．国民宿舎森吉山荘、打当温泉マタギの湯ほか８施設

名　称：マタギ観光共同企業体（北秋田市小又字堂ノ下21番２号） 
代表者：代表　佐藤　修助 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月30日（火） 
　説明会　平成19年10月10日（水）　　選定委員会　平成19年11月19日（月）　　 
・応募団体数　２団体　・選定結果　指定団体４４８点　Ａ団体３５８点　※６００点満点 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

４．地域資源総合管理施設（アグリハウス）

名　称：秋田クマゲラ会（北秋田市米内沢字楢岱57番地） 
代表者：代表　武石　法子 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　選定委員会　平成19年11月16日（金）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

５．畜産経営環境整備施設（有機センター）

名　称：有限会社　北秋田市有機センター（北秋田市米内沢字大野岱３番30号） 
代表者：代表取締役社長　佐藤　修助 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　選定委員会　平成19年11月16日（金）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

８．森吉生活支援ハウス

名　称：社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会（北秋田市花園町16番１号） 
代表者：会長　高坂　　司 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　説明会　平成19年９月19日（水）　　選定委員会　平成19年10月24日（水）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成30年３月31日（10年間） 

９．補助器具センターたかのす

名　称：社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会（北秋田市花園町16番１号） 
代表者：会長　高坂　　司 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　説明会　平成19年９月19日（水）　　選定委員会　平成19年10月25日（木）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定団体４９２点　Ａ団体４６５点　※７００点満点 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成30年３月31日（10年間） 

10．もろびこども園

名　称：社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会（北秋田市花園町16番１号） 
代表者：会長　高坂　　司 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　選定委員会　平成19年10月24日（水）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

11．フードセンターたかのす

名　称：財団法人　たかのす福祉公社（北秋田市脇神字南陣場岱10番地） 
代表者：理事長　松橋　雅子 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　説明会　平成19年９月19日（水）　　選定委員会　平成19年10月25日（木）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

※クウィンス森吉、太平湖グリーンハウス、コンベンションホール四季美館、ふるさとセンター、
農業者健康管理施設、農林水産物直売・食材供給施設、阿仁熊牧場、遊遊ガーデン

６．ことぶき荘

名　称：社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会（北秋田市花園町16番１号） 
代表者：会長　高坂　　司 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　説明会　平成19年９月19日（水）　　選定委員会　平成19年10月24日（水）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

７．寿荘

名　称：社会福祉法人　北秋田市社会福祉協議会（北秋田市花園町16番１号） 
代表者：会長　高坂　　司 

・申請・審査の経過　　募集期間　平成19年９月１日（土）～平成19年10月10日（水） 
　説明会　平成19年９月19日（水）　　選定委員会　平成19年10月24日（水）　　 
・応募団体数　１団体　・選定結果　指定管理者の候補者とするのが妥当である。 

指定管理者 

（指定団体） 

審査経過・ 

選定結果の概要 

指定予定期間：平成20年４月１日から平成25年３月31日（５年間） 

　紙面の都合上、複数の応募があった施設の総得点のみを掲載しております。詳しい選
定基準や項目別の評価点は、市のホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 
　問合せ　市総合政策課　�６２－６６０６ 

（ ） 
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■公民館 
中央公民館　　      �６２－１１３０ 

【ロビー展】　鷹巣地区小学校図画作品展 

1・20（日） 

　鷹巣地区公民館まつり＝10:00～15:00 

合川公民館　　      �７８－２１１４ 

【ロビー展】　草木染めあかね会（～21日） 

　　　　　 　てまりの会（22日～） 

森吉公民館　　      �７２－３２５９ 

【サロン展】　パッチワーク菊地教室（～31日） 

20（日）第14回新春婦人のつどい＝10:00～15:00 

23（水）エコクラフト講座＝9:30～16:00 

23（水）～25（金）パソコン教室（エクセル

初級）＝13:00～15:30 

阿仁公民館　　      �８２－２２２０ 

【ロビー展】　 

　山田礼子手芸教室パッチワーク展 

19（土）阿仁婦人会新春交流会＝10:00～14:30 

23（水）生き活き大学第５回学習会 

　　　　　　　　　　＝10:00～12:00 

24（木）～25（金）エコクラフト講習会 

　　　　　　　　　　＝10:00～15:00 

■文化会館 
▼１・19（土）文化会館自主事業「冬バン

２００８」＝17:30～＝料500円 

■スポーツ 
▼１・19（土）～20（日）全県高校新人バ

スケット大会＝合川体育館 

▼26（土）～27（日）秋田県中学校選抜新人

剣道鷹巣大会＝鷹巣体育館 

▼２・３（日）第1回北秋田市民スキー大

会＝市営薬師山スキー場 

  

■
パ
ソ
コ
ン
教
室《
エ
ク
セ
ル
初
級
》 

日
時
　
１
月
23
日（
水
）〜
25
日（
金
） 

　
　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分 

場
所
　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

講
師
　
森
吉
公
民
館
職
員 

内
容
　
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た 

　
　
　
簡
単
な
表
作
成
や
表
計
算 

対
象
　
文
字
入
力
、
マ
ウ
ス
操
作
が 

　
　
　
で
き
、
エ
ク
セ
ル
初
心
者
の
方 

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
メ
モ
用
紙
等 

参
加
費
　
無
料 

定
員
　
11
人（
先
着
順
）
　 

申
込
み
・
問
合
せ 

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
�

72-

３
２
５
９ 

■
冬
の
料
理
教
室 

日
時
　
１
月
30
日（
水
）　
９
時
〜
13
時 

場
所
　
前
田
公
民
館 

講
師
　
高
橋
ス
ワ
さ
ん 

内
容
　
バ
タ
ー
餅
ほ
か 

材
料
費
　
７
０
０
円 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

定
員
　
20
人（
先
着
順
） 

締
切
　
１
月
25
日（
金
）
　 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
前
田
公
民
館
　
�

75-

２
１
０
０ 

■
子
育
て
講
演
会 

日
時
　
１
月
26
日（
土
） 

　
　
　
10
時
20
分
〜
11
時
30
分 

場
所
　
あ
い
か
わ
保
育
園 

講
師
　
エ
ッ
セ
イ
ス
ト  
若
松 

亜
紀 

氏 

問
合
せ
　
合
川
公
民
館 

　
　
　
　
�

78-

２
１
１
４ 

■
で
ま
え
わ
く
わ
く
美
術
展 

日
時
　
２
月
２
日（
土
）〜
12
日（
火
） 

　
　
　
10
時
〜
23
時（
最
終
日
15
時
ま
で
） 

場
所
　
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
大
館
店 

問
合
せ
　
県
立
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校 

　
　
　
　
�

66-

２
１
２
８ 

■
硬
式
テ
ニ
ス
教
室
開
催 

日
程
　
１
月
21
日
〜
３
月
31
日
　
毎
週
月
曜
日

19
時
〜
21
時
　
計
10
回（
２
月
11
日
除
く
） 

会
場
　
鷹
巣
体
育
館 

参
加
資
格
　
市
内
の
在
住
の
方
、市
内
に
勤
務
す
る
方 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
※
傷
害
保
険
料
含
む
 

申
込
方
法
　
当
日
体
育
館
で
参
加
料
と

一
緒
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　
北
秋
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
事
務
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�

62-

１
１
１
６（
市
役
所
内
三
澤
） 

　
　 

鷹
巣
体
育
館
　
�

62-

３
８
０
０ 

■
木
製
プ
ラ
ン
タ
ー
製
作 

　
　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

募
集
期
間
　
１
月
〜
３
月
31
日
 

製
作
期
間
　
１
月
〜
４
月
30
日
 

募
集
団
体
　
各
種
団
体
、グ
ル
ー
プ
、会
社
等 

申
込
方
法
　
申
込
書
に
記
入
の
う
え
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
） 

問
合
せ
　
北
秋
田
地
域
振
興
局 

　
　
　
　
　
　
�

62-

１
４
４
５ 

■
空
港
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト《
入
場
無
料
》 

◎
ち
ん
ど
ん
ラ
イ
ブ 

日
時
　
１
月
20
日（
日
）　
13
時
〜 

◎
大
館
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

日
時
　
１
月
27
日（
日
）　
11
時
〜 

問
合
せ
　
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱ 

　
　
　
　
�

62-

５
３
３
０ 

  

■
献
血
日
程 

１
月
21
日（
月
）　
全
血 

▼
10
時
〜
12
時
＝
鷹
巣
農
林
高
校 

▼
13
時
〜
14
時
30
分
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

▼
15
時
〜
16
時
30
分
＝
市
消
防
本
部 

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
） 

日
時
　
２
月
７
日（
木
） 

受
付
　
13
時
〜
13
時
30
分 

場
所
　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
 

持
参
　
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票 

お
知
ら
せ 

市営住宅入居者募集
①南鷹巣団地　２階２ＤＫ  浴槽・釜なし 

　月額12,700円～21,100円  14,000円～23,300円 

②松山町団地　２階１戸建３ＬＤＫ 

　月額21,100円～35,000円（単身不可） 

敷　金　家賃の３ヵ月分 

募集期間　１月17日（木）～28日（月） 

申込み・問合せ　 

　①市都市計画課　　　　�62-6641 

　②森吉支所産業建設課　�72-3112

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

�

62-

６
６
６
６ 

問 

すこやか健康講座 

日時　１月２５日（金） 

　　　１３：３０～１５：００ 

場所　市保健センター 

講演　「認知症を正しく理解しよう」

講師　脳血管研究センター 

　　　神経内科学研究部長　長田　乾氏 

※バスの送迎あります。時間は下記まで 

問合せ　市保健センター 

　　　　�６２－６６６６ 

健康づくり教室 
日時　１月２４日（木） 

　　　１０：００～１１：３０ 

場所　阿仁保健センター 

講話・実技 

「簡単体操～楽しく体を動かしましょう」 

講師　健康運動指導士　児玉　美幸氏 

※動きやすい服装・内ズックでおいでください。 

問合せ　市保健センター 

　　　　�６２－６６６６ 

阿仁地区 

市民プール　２月の教室 ◎問合せ　�６２－５００１ 

初級水泳教室 

スキンダイビング教室 

内　　容 
マスク・フィン・シュノーケルを使ってスキンダ

イビングを体験します（ボンベは使いません） 
泳げない方から、もっと上手に泳ぎたいと思っている方

まで、親切丁寧に指導します 

一緒に練習して大会出場を目指

しましょう。細かいフォームも

指導します 

水中で気持ちよく全身を動かし軽

い体操や水中で歩行等をします。

アクアビクスもやります 

成人水泳教室 

５、12、19、26 期　　日 

時　　間 

７、14、21、28 

14：00～15：00 16：00～17：00

中級水泳教室 

７、14、21、28 

14：00～15：00

講 習 料  各教室　月４回　３，０００円 

上級水泳教室 

内　　容 

５、８、12、15、 
19、22、26、29期　　日 

時　　間 18：00～19：30

健康教室 

14：00～15：00

講 習 料  

ストレッチング教室 

11：00～12：00

備　　考 
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑必要／講習料の他に毎回入館料が必要
です（年間券・回数券等も使えます）※一人各教室１回の無料体験ができます 

身体の筋肉をバランス良く伸し、筋肉

の緊張をほぐして血液の循環を良くし、

肩こり、腰痛の改善・予防をします 

６、13、20、27 

14：00～15：00

５、８、12、15、 
19、22、26、29

各教室　月４回　３，０００円　／　月８回　５，０００円 

むし歯のない子（３歳児健診） 

浪 岡 れ ん  

武 内 ゆ う  

松 岡 こ う た  

佐 藤 そ な  

進 藤 か い と  

三 浦 ゆ り あ  

高 橋 り く  

田 中 げ ん き  

金 わ か ば  

柴田しょうご  

吉 田 ふ う  

森 岡 せ い や  

伊 勢 す ず み  

西 根 と も み  

田 崎 み ほ  

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

ちゃん 

小 又  

八 幡 岱  

合 川  

川 井  

長 野 岱  

三 木 田  

金 沢  

五 輪 岱  

米 内 沢  

浦 田  

林 岱  

合 川  

八 幡 岱  

阿仁比立内 

米 内 沢  

森吉会場 

　市では、帰宅時に保護者がいない家庭の児童を対象に、働く親の子

育て支援と児童が安心して過ごせる憩いの場の提供として、「放課後児

童クラブ」を実施しております。 

申込期限　２月１５日（金）※定員は定めておりませんが、多数の場合は制

　　　　　限する場合がありますので、当初から加入登録してください 

提出書類　①「児童クラブ入会申込書」　②「児童票」 

対象児童　保護者が労働等により、昼間家庭にいない概ね１年～３年生の

　　　　　 児童（※４～６年生も可）審査後加入決定となります 

申 込 先　各児童クラブ　※詳細は各児童クラブ厚生員にお願いします 

問 合 せ　各児童クラブ　市福祉課　各支所市民福祉課 

平成20年度「放課後児童クラブ」の募集 

―　健康づくり標語　― 

「支えあう�こころがひびく�北秋田」
　

６、13、20、27

13：45～15：00

７、14、21、28
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

■次の事項をご確認ください 
▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療
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曜 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

電話番号 

82－2351 

62－1155 

62－1455 

62－1400 

60－1055 

62－2261 

69－5300 

78－3338 

63－0515 

78－3161 

63－2700 

72－4501 

62－1146 

62－1420 

62－2882 

62－1101

医 療 機 関 名  

阿 仁 病 院  

近 藤 医 院  

北 秋 中 央 病 院  

石川耳鼻咽喉科医院  

う え だ ク リ ニ ッ ク  

津 谷 内 科  

毛利整形外科クリニック 

疋 田 外 科 内 科 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

国民健康保険合川診療所 

たむら内科クリニック 

公立米内沢総合病院  

奈 良 医 院  

佐藤外科消化器科医院 

藤 原 医 院  

盛 岡 外 科 医 院  

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
12
月
》 

　
慶
弔
費
５
万
３
７
５
０
円（
４
件
）▽
会
費
６

万
３
０
０
０
円（
10
件
）▽
そ
の
他
３
万
８
６
０

円（
８
件
）▽
合
計
14
万
７
６
１
０
円（
22
件
） 

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出
席

し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。 

■
入
札
結
果
の
公
表《
12
月
》 

　
　
　
《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》 

　
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事（
鷹
巣
処
理
区

Ｍ
Ｐ
６
）▽
８
４
０
万
円
▽
三
光
テ
ク
ノ
㈱
大
館

営
業
所
／〔
同
〕（
阿
仁
合
処
理
区
）▽
２
８
７
１

万
７
５
０
０
円
▽
大
館
桂
工
業
㈱
北
秋
田
営
業

所
／
平
成
19
年
度
村
づ
く
り
交
付
金（
合
川
地
区
）

第
０
１
２
０
３
号
工
事
▽
１
２
４
９
万
５
０
０

０
円
▽
㈲
喜
組
／
面
整
備
工
事（
米
内
沢
処
理
区

そ
の
３
）▽
１
４
１
７
万
５
０
０
０
円
▽
㈲
米
広

組
／〔
同
〕（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
12
）▽
１
４
１
７

万
５
０
０
０
円
▽
㈲
三
浦
組
／〔
同
〕（
鷹
巣
処

理
区
そ
の
11
）▽
３
３
６
０
万
円
▽
朝
日
建
設

㈱
／〔
同
〕（
鷹
巣
処
理
区
そ
の
10
）▽
２
３
４
１

万
５
０
０
０
円
▽
㈱
芳
賀
工
務
店
／〔
同
〕（
鷹

巣
処
理
区
そ
の
９
）▽
２
０
４
７
万
５
０
０
０

円
▽
㈲
長
岐
建
設
／〔
同
〕（
鷹
巣
処
理
区
そ
の

８
）▽
１
９
４
２
万
５
０
０
０
円
▽
㈱
大
川
建
設 

■
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら 

　
新
成
人
に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は「
国
民
年
金
」に
加

入
し
、保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
…
。」な
ど

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。国
民
年
金
は
老
後
だ

け
で
な
く
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
場
合
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。も
し
、

加
入
の
届
出
や
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
る
と
、

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

お
知
ら
せ 

　北秋田市コウノトリ委員会が行っている幸せな結婚を推

奨する、男女の出会いの交流会の第４弾の開催です。 

　毎日忙しくて、職場以外の知り合いを作る時間もない方等、

ひとりでも友だちと一緒でも大歓迎です。気軽に参加して

ください。毎回たくさんのカップルが誕生しています。 

　日　時　　２月２日（土）　１８：３０～２０：３０ 

　場　所　　北秋田市交流センター 

　参加資格　県内に在住する独身男女 

　参加費　　男性　３，０００円　女性　１，０００円 

　　　　　　（当日キャンセルの場合は、参加費と同額をいただきます） 

　内　容　　自己紹介やゲーム等を行う予定です 

　締　切　　１月25日（金）　定　員　男女各３０名 

　申込先　　北秋田市ハートフル倶楽部（市福祉事務所内） 

　　　　　　電話 ６２－１１１３　　ＦＡＸ ６２－４２９６ 

　　　　　　E-mail   fukushi@city.kitaakita.akita.jp 

※北秋田市ハートフル倶楽部は北秋田市コウノトリ委員会の愛称です。 

※北秋田市ハートフル倶楽部は、出会いの場を企画し提供する団体です。 

Preバレンタインスイートパーティー 

人口と世帯数

※12月31日現在住民基本台帳による 

総人口　39,201人（25人減） 

　男　　18,515人（  6人減） 

　女　　20,686人（19人減） 

　出生　14人　転入　60人 

　死亡　51人　転出　48人 

世帯数  14,761世帯（1世帯増） 

前月比 

 

平成19・20年度

　平成19・20年度を有効とする北秋田市入札

参加資格審査の定期の受付は終了しましたが、

これから入札参加申請を希望する方は、次のと

おり申請することができますので、申請を希望

する場合は、下記の申請業務種別ごとに申請し

てください。なお、年の途中における申請受付（随

時受付）は、一切行いませんのでご注意ください。 

申請業務種別及び提出書類　 

◎建設工事 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合は、国土交通省地方整備局

　 一般競争（指名競争）参加資格申請様式可） 

◎測量、建設コンサルタント等業務 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合は、国土交通省地方整備局

　 一般競争（指名競争）参加資格申請様式可） 

◎物品調達及び役務提供等 

　北秋田市様式により提出してください 

　（市外業者の場合は、総務省統一資格審査申請様式可） 

　※北秋田市申請様式は、市ホームページよ

　　りダウンロードしてください。 

受付期間　平成20年1月21日（月）～2月29日（金） 

有効期間　 

　平成20年4月1日～平成21年3月31日（１年間） 

提出方法　持参・郵送どちらでも可（期限内必着） 

　◆受付印を必要とする場合は、受付受領用

　紙（任意）と切手を貼った返信用封筒、又は

　受付受領用ハガキを同封してください。 

　◆申請業務種別（建設、コンサル、物品調達

　役務別）ごとに提出ください。 

その他　①法律上の許可や営業に関して必要な資

　格を有していないなどの申請基準を満たしてい

　ない場合は、有資格業者登録名簿に登載されない

　場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

　②資格審査結果については、公表をもってそれに代

　えることになっていますので、当該結果情報の提供を

　希望する場合は、契約担当までお問い合せください。 

申請受付場所・問合せ先 

　市財政課契約担当　�６２－６６０７ 

～出会いの交流ひろば～ 

プレ 

 

 

入札参加資格審査の申請（中間年受付）

税の納期限 

1月31日まで

国民健康保険税 第７期 
 

市　県　民　税 第４期 
 

広報きたあきた保存版製本

　市では、昨年の広報きたあきたを保存

版として製本します。詳しくは次号でお

知らせします。
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プレイ

ガイド

●「昔語り」

　出演・朗読��ボランティアやまびこ

　時間／１０時３０分〜１１時

●「猿倉人形芝居」上演

　出演／吉田千代勝一座　

　時間／午前１１時〜正午

●演題「人形の民俗」〜形代から人形芝

居まで�▽講師／齊藤壽胤氏（秋田県民俗

学会事務局長）

▽時間／午後１時〜２時３０分

▽受講料／無料

特別公開講座特別公開講座

会場�北秋田市交流センター
期日�１月２７日（日）
会場�北秋田市交流センター
期日�１月２７日（日）

■お申込み・問合せ　

　秋田県生涯学習センター

　�０１８-８６５-１１７１

　北秋田市教育委員会生涯学習課

　�６２-６６１８

　猿倉人形芝居は、明治・大正期を通じて民衆の間で生活娯楽として

親しまれた素朴な人形芝居です。

　この人形芝居の創始者は、旧由利郡鳥海町百宅の吉田若丸（本名・

池田与八）とされ、その孫弟子となる三座「木内勇吉一座」（由利本荘市）、

「吉田千代勝一座（杉渕栄二座長）」（本市合川）、「鈴木栄太郎一座」（羽

後町）が、昭和49年に秋田県無形民俗文化財に指定されています。

【猿倉人形芝居】

　次の内容であき

た県民カレッジが

開かれます。今回は、

朗読ボランティア

による昔語りや合

川地区に伝わる猿

倉人形芝居が演じ

られるほか、人形

にまつわる民俗文

化についての講演

会があります。

　次の内容であき

た県民カレッジが

開かれます。今回は、

朗読ボランティア

による昔語りや合

川地区に伝わる猿

倉人形芝居が演じ

られるほか、人形

にまつわる民俗文

化についての講演

会があります。

内容と時間

㈰<民俗芸能実演>㈰<民俗芸能実演>

㈪<講　演>㈪<講　演>

(日)
����� ���秋田県民カレッジ秋田県民カレッジ秋田県民カレッジ

かたしろ

じゅいん

この指と～まれ！ この指と～まれ！ この指と～まれ！ 
『白い風と遊ぼう』 『白い風と遊ぼう』 『白い風と遊ぼう』 20082008200820082008

１月28日まで下記へ申し込み下さい。 

■お問い合せ・お申し込み　小笠原  �62 - 2455

北秋田市文化会館自主公演事業

長崎花屋長崎花屋

申し込み不要申し込み不要 申し込み不要申し込み不要 申し込み不要 




